
令和3年度 第33回特別史跡新居関跡整備委員会議事録 
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４  議  題   ①解説板面案の内容について 

       ②令和 4 年 度事業計画について 

      

５  公開・非公開の別   公開 

 

６  傍聴者   無 

 

７  次  第 

【開  会 】 

【教育長あいさつ】 

【委員・事務局紹介】 

【議  題】 

（１） 解 説 板 面 案 の 内 容 に つ い て 

事 務 局 よ り 今 年 度 設 置 予 定 の 板 面 案 の 内 容 に つ い て 説 明 

・ 解 説 文 に つ い て 

（ 委 員 長 ） 解 説 板 に 関 所 の 機 能 や 規 模 に つ い て の 記 載 が な い の が 気 に な

る 。 新 居 関 所 は 東 海 道 の 渡 船 場 に 設 置 さ れ て い た こ と が 重 要 で あ る た

め 、 そ の こ と に つ い て の 記 載 が 必 要 で あ る 。 ま た 、 関 所 で 何 を し て い た

の か 今 の 解 説 文 で は 伝 わ ら な い 。 

（ 事 務 局 ） 面 板 解 説 文 の 2 段 落 目 の 指 定 の 年 月 日 に つ い て の 記 載 を 削 除

し 、 機 能 に つ い て の 文 章 を い れ る の は ど う か 。 

（ 委 員 ） い い の で は な い か 。 た だ 、 大 正 10 年 に 国 の 史 跡 に 指 定 さ れ た 文

言 は 必 要 で あ る た め 、 現 在 記 載 さ れ て い る 追 加 指 定 の 年 月 日 を 削 除 し 、

大 正 10 年 の 記 載 を 追 加 す る べ き 。 

（ 委 員 ） 出 女 の 説 明 は ？ 



（ 委 員 長 ） 新 居 は 出 女 だ け で な く 、 入 女 も 特 徴 な の で 、 往 来 す る 通 行 人

と し た 。 「 厳 し く 」 を 入 れ た ら ど う か ？ 

（ 委 員 ） 新 居 関 所 の 特 徴 と し て 、 船 の 取 調 べ を 行 っ て い た こ と が 挙 げ ら

れ る が そ の こ と に つ い て の 記 載 は し な い の か 。 

（ 委 員 長 ） 本 来 で あ れ ば そ の こ と に つ い て の 記 載 も 必 要 だ が 、 文 字 数 の

制 限 で 難 し い よ う に 感 じ る 。 な の で 鉄 砲 等 と 「 等 」 を 入 れ た 。 現 在 の レ

イ ア ウ ト 案 か ら 地 図 の 割 合 を 減 ら し 、 解 説 文 の 範 囲 を も う 少 し 取 れ な い

か 。 

（ 事 務 局 ） 今 後 取 り 外 し 等 が 行 え る よ う に 陶 板 を 6 分 割 し た レ イ ア ウ ト

案 で 記 載 し た 。 

（ 委 員 ） 面 積 に つ い て の 記 載 が あ る が 、 今 後 追 加 指 定 で 面 積 が 広 が る 可

能 性 が あ る た め 、 日 付 に つ い て の 記 載 も 必 要 。 

（ 委 員 ） 解 説 板 面 自 体 に 日 付 の 記 載 が な い が 、 必 要 な い の か 。 

（ 委 員 ） 必 要 で あ る と 思 う 。 面 板 設 置 の 日 付 で も 可 。 

・ 関 所 の 構 内 範 囲 に つ い て 

（ 委 員 長 ） 「 今 切 関 所 平 面 図 」 の 東 西 南 北 の 縮 尺 を 現 在 の 地 図 に 落 と せ

ば 、 正 確 な 構 内 図 に な る の で は な い か 。 

（ 事 務 局 ） 面 板 案 に 示 し た 構 内 図 は そ の よ う に し て 作 成 し た 。 

（ 委 員 長 ） 絵 図 の 船 囲 場 か ら 枡 形 へ 伸 び る 道 が 絵 図 に 記 載 さ れ て お り 、

そ の こ と を 考 慮 す る と 現 在 の 構 内 図 は 南 に 伸 び す ぎ て い る 気 が す る 。 

（ 事 務 局 ） 現 在 の 地 割 が 当 時 の 船 囲 場 の 形 状 を 示 し て い る と 考 え た た

め 、 こ の よ う な 形 状 で 示 し た 。 

（ 委 員 長 ） 構 内 範 囲 図 の 説 明 に つ い て 、 江 戸 時 代 の 範 囲 に つ い て は （ 推

定 ） の 文 字 が 必 要 。 

（ 委 員 ） 範 囲 の 文 字 を 削 除 し 「 江 戸 時 代 の 構 内 （ 推 定 ）」 の 記 載 に し た

ほ う が 良 い 。 

（ 事 務 局 ） 渡 船 場 の 階 段 の 範 囲 は 構 内 範 囲 に 含 め て も 良 い か 。 

（ 委 員 長 ） 推 定 の 文 字 を 記 載 す れ ば 含 め て も 良 い の で は な い か 。 

（ 委 員 ） 船 囲 場 東 側 の 浜 名 湖 の 範 囲 が 鋭 角 に な っ て い る の が 気 に な る 。 

（ 委 員 ） 「 新 居 古 図 」 と 「 鱸 家 文 書 」 を 参 考 に 、 船 囲 場 の 形 状 に 復 元 し

て し ま え ば よ い 。 

（ 委 員 ） 根 拠 は な い の で 、 船 囲 場 東 側 も 現 状 の 南 北 道 路 に 沿 わ せ て し ま

う の は ど う か 。 

（ 事 務 局 ） 東 側 は ど こ ま で 伸 ば せ ば よ い か 。 

（ 委 員 ） 個 人 宅 が か つ て 湖 の 中 に あ っ た か の よ う に 復 元 す る と ト ラ ブ ル

に つ な が り か ね な い た め 、 現 在 の 南 下 ラ イ ン の 少 し 東 側 に あ る 家 の 隙 間

を 縫 う よ う に 線 を 下 ろ す の が 良 い 。 



（ 委 員 ） グ ラ デ ー シ ョ ン で 示 す と い う 方 法 も あ る 。 

（ 委 員 ） 洲 崎 橋 の あ た り の 内 山 地 番 は 陸 地 だ っ た の で は な い か 。 

（ 委 員 ） 絵 図 の 船 囲 場 の 入 り 口 の 突 起 の 形 状 （ 堤 防 状 ） は 、 現 在 の 地 形

に 生 き て い る の で は な い か 。 

（ 委 員 ） 初 め て く る 人 は 今 の 地 形 か ら か つ て の 浜 名 湖 の 姿 を イ メ ー ジ で

き な い 。 地 図 中 に か つ て の 湖 岸 線 を 示 し た う え で 「 ～ 時 代 の 湖 岸 線 の 位

置 」 と い う 記 載 を 入 れ た ほ う が イ メ ー ジ し や す い 。 サ イ ン 看 板 に 縮 尺 と

方 位 も 示 す べ き 。 ま た 、 私 見 で は あ る が 、 関 所 の 英 語 表 記 が 「 check 

point 」 だ と 関 所 の 重 要 性 が 伝 わ ら な い 。 「 check station 」 と い う 表 記 の ほ

う が 規 模 や 機 能 の 点 か ら 正 し い の で は な い か 。 重 要 な 遺 跡 で あ る た め

“ ク オ ー テ ー シ ョ ン マ ー ク “ や 括 弧 書 き 、 冠 詞 The も 加 え て 記 載 し た ほ

う が い い よ う に 感 じ る 。 一 度 ネ イ テ ィ ブ の 人 に 確 認 を し て も ら い た い 。

（ ⇒ 後 日 、 ネ イ テ ィ ブ ス ピ ー カ ー に 確 認 し 「 check point 」 と な る 。） 

ま た 、 Ｑ Ｒ コ ー ド を ス キ ャ ン す る と 英 語 の ペ ー ジ へ リ ン ク で き る 仕 組

み に な っ て い る の か 。 

（ 事 務 局 ） 湖 西 市 の ウ ェ ブ サ イ ト に リ ン ク を 考 え て い た た め 、 看 板 の 内

容 に 飛 ぶ よ う に は 考 え て い な か っ た 。 

（ 委 員 ） 外 国 の 人 が 勘 違 い す る た め 、 同 じ 図 面 や 、 英 語 表 記 の 解 説 文 が

表 示 さ れ た ウ ェ ブ ペ ー ジ を 作 る こ と が 望 ま し い 。 

（ 事 務 局 ） 湖 西 市 ウ ェ ブ サ イ ト に 看 板 の 内 容 の ペ ー ジ を 作 成 は 可 能 。 

（ 委 員 ） 湖 岸 線 に つ い て は 「 江 戸 時 代 の 浜 名 湖 」 と 記 載 す る こ と で 解 決

で き る 。 

（ 委 員 ） 渡 船 場 と い う 表 記 が あ る と 案 内 の と き に 便 利 。 

（ 委 員 ） 渡 船 場 を 表 記 す る と 桝 形 な ど 、 他 の 表 記 も 必 要 に な っ て し ま

う 。 関 所 の 中 の 表 記 は 、 高 札 型 の 看 板 で い い の で は な い か 。 

（ 委 員 ） 現 在 も 主 要 な 交 通 網 が 通 っ て い る こ と を 示 す た め 、 地 図 に 新 幹

線 と 在 来 線 に つ い て の 記 載 も 必 要 で あ る 。 ま た 、 地 図 の 右 上 に 江 戸 時 代

の 広 域 図 を の せ 、 舞 阪 の 新 居 の 位 置 関 係 を 示 す と 理 解 し や す い 。 

（ 後 日 ⇒ 今 切 変 遷 図 を 使 用 す れ ば よ い ） 

（ 委 員 ） 現 在 地 の 表 記 も 必 要 。 地 図 上 の 文 字 表 記 に つ い て は 、 江 戸 時 代

の も の を 黒 文 字 、 鉄 道 に つ い て 青 文 字 等 に し て 表 記 し た ほ う が 良 い 。 

（ 委 員 ） 「 東 海 道 」 の 文 字 を 統 一 し て 文 字 を 白 抜 き に し た 方 が 見 や す

い 。 

（ 委 員 ） ル ビ 「 新 居 」 「 船 囲 場 」 「 湖 西 」 は 必 要 か ？ 

（ 委 員 長 ） 英 語 表 記 も あ る の で 新 居 は 読 め る の で は ？ 

（ 事 務 局 ） 「 静 岡 県 湖 西 市 」 は 必 要 か ？ 

（ 委 員 ） 「 静 岡 県 湖 西 市 」 は 設 置 機 関 な の で 記 載 が 必 要 。 英 語 表 記 は ？  



 

令 和 4 年 度 事 業 計 画 に つ い て 

令 和 4 年 度 の 事 業 計 画 を 事 務 局 よ り 説 明 

  ・ 高 札 型 説 明 板 の 設 置 

  ・ 史 跡 保 存 活 用 計 画 の 策 定 に つ い て 

・ 高 札 型 説 明 板 の 板 面 案 に つ い て 

（ 委 員 長 ） 説 明 板 ご と に 体 言 止 め と そ う で な い も の が 混 在 し て い る の が

気 に な る 。 

（ 委 員 ） 体 言 止 め 表 記 で も か ま わ な い と 思 う が 、 説 明 板 ご と に 統 一 す る

べ き 。 

（ 委 員 長 ） 説 明 版 の 表 記 に メ ー ト ル 法 と 尺 間 法 が 混 在 し て い る た め 、 こ

れ も 統 一 し た ほ う が 良 い 。 

（ 委 員 ） 建 物 の 大 き さ は 文 章 で 書 い て も 伝 わ り づ ら い の で 、 船 会 所 や 土

蔵 は 実 際 に 地 面 に 大 き さ を 示 し て 文 章 中 か ら は 削 除 し て も 良 い の で は な

い か 。 実 物 が あ る も の も 大 き さ は 不 要 。 

（ 委 員 ） こ の 文 章 も 今 日 中 に 決 め て し ま う の か 。 

（ 事 務 局 ） 来 年 度 の 市 単 費 で 行 う 事 業 な の で 、 予 算 が つ け ば 実 施 す る 運

び と な る 。 そ の た め 、 今 日 中 に 決 め て し ま う 必 要 は な い 。 

（ 委 員 ） 説 明 文 の 内 容 か ら 専 門 用 語 を 減 ら し 、 噛 み 砕 い た 表 記 を 心 が け

た ほ う が 良 い 。 「 船 会 所 の 機 能 」 は 説 明 に な っ て い な い 。 何 を す る と こ

ろ か ？ 

（ 委 員 長 ） 船 会 所 に 問 屋 場 は あ っ た の か ？ 宿 村 大 概 帳 で 確 認 し て ほ し

い 。 （ ⇒ 後 日 確 認 。 船 会 所 に 問 屋 場 あ り 。） 

（ 委 員 ） 荷 物 石 の 名 称 は 「 大 石 」 で よ い の で は 。 「 石 樋 」 は 「 鴨 の 口 」

と か 。 

（ 委 員 ） 当 時 の 看 板 設 置 者 に 「 鴨 の 口 」 と い っ た 経 緯 を 確 認 し て み る 。 

（ 事 務 局 ） 今 回 い た だ い た 意 見 を 元 に 、 来 年 度 に 再 び 文 章 案 を 提 示 す

る 。 

（ 委 員 ） 来 年 度 提 示 す る 際 は 縦 書 き で 、 Ｃ Ｇ 等 で イ メ ー ジ 図 を 添 え て 示

し て も ら い た い 。 

・ 史 跡 保 存 活 用 計 画 の 策 定 に つ い て 

（ 委 員 ） 最 終 的 に は パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト を 集 め 、 計 画 に 反 映 さ せ た う え

で 印 刷 を 行 う の か 。 

（ 事 務 局 ） そ の 予 定 で あ る 。 

（ 委 員 ） 行 程 的 に は 2 年 目 の 8 ～ 10 月 に は パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト を と る こ

と に な る と 思 う が 、 そ う な る と 、 2 年 目 の 夏 ま で に は 骨 子 を 固 め る 必 要

が あ る 。 1 年 半 で 全 て 策 定 す る ペ ー ス で 進 め な い と 間 に 合 わ な く な る た



め 、 注 意 が 必 要 で あ る 。 ま た 、 策 定 の う え で 特 に 大 変 な の は 、 「 保 存 ・

活 用 ・ 整 備 の 方 向 性 と 方 法 」 「 運 営 ・ 体 制 の 整 備 の 方 向 性 と 方 法 」 の 項

目 。 そ れ よ り 前 の 項 目 の 内 容 を 固 め て お か な い と 作 業 が ス ム ー ズ に 進 ま

な い が 、 そ の た め に は 整 備 の 方 向 性 等 の イ メ ー ジ か ら 現 状 と 課 題 を 考 え

て お く 必 要 が あ る 。 1 年 目 に は 現 状 と 課 題 ま で の 項 目 は 完 成 さ せ て お く

イ メ ー ジ で 、 な る べ く 早 め に 作 業 を 進 め て ほ し い 。 

（ 委 員 長 ） パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト を 集 め る 体 制 は 出 来 て い る か 。 

（ 事 務 局 ） 庁 舎 入 り 口 で 閲 覧 し て も ら い 、 意 見 を 集 め る 予 定 で あ る 。 

（ 委 員 長 ） 意 見 は 集 ま る の か 。 

（ 事 務 局 ） 総 合 計 画 等 の 大 き い 計 画 の 場 合 は 、 多 数 の 意 見 が 得 ら れ て い

る 。 

（ 委 員 ） 他 自 治 体 の 例 を 参 考 に す る と 、 ウ ェ ブ サ イ ト で 公 開 し 意 見 を 募

集 す る と 、 多 く の 意 見 が 集 ま る よ う で あ る 。 

（ 委 員 ） 委 員 会 の 規 模 は ど れ く ら い に な る の か 。 

（ 県 ） 規 模 も 自 治 体 に よ り 様 々 で あ る が 、 学 識 経 験 者 、 ま ち づ く り の 関

係 者 、 地 元 住 民 の 参 加 が 必 須 で あ る が 、 現 在 の 整 備 委 員 会 の メ ン バ ー で

全 て カ バ ー で き て い る 。 他 の 地 域 な ど は 、 市 や 有 識 者 だ け で 策 定 す る の

で は な く 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ な ど を 実 施 し て い る 。 

（ 委 員 ） 面 番 所 は 地 域 の 人 が い つ で も 入 れ る 場 所 で は な い た め 、 一 般 的

な 史 跡 と は 要 件 が 違 い 、 そ こ が 活 用 の ネ ッ ク に な る と 思 う 。 ま た 、 地 域

住 民 が ど の よ う に 関 所 を 利 用 し て い き た い の か 、 意 見 を 集 め ら れ る 仕 組

み が あ れ ば よ り 良 い 計 画 に な る 。 

【 閉 会 】 

（ 以 上 ） 

 


